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2017 年 10 月 17 日 

兵庫県知事 井戸 敏三 様 

兵庫県環境影響評価審査会 委員各位 

神戸の石炭火力発電を考える会 

 

今般の神戸製鋼所のデータ改ざん事件を受けて 

神戸製鉄所火力発電所環境影響評価準備書に対する今後の対応について 

第 ４ 次 要 請 書 

 

今月 8 日、神戸製鋼所（以下「神鋼」という）が、アルミや銅製品の一部で検査データを改ざんして出荷して

いたという事実が明らかになりました。その後、この不正は主力の鉄鋼を含む計 16 製品に広がり、加えて問

題を起こした現場は神鋼本体だけでなく国内・海外の関連会社にも及び、グループ全体に不正が常態化し

ていたと指摘される状況に問題が拡大しています。 

こうした事態は、 

・8 月末に経営幹部が問題を把握しながら公表が 10 月 8 日であったこと 

・設置される社内調査委員会のトップが社長で、その結果に透明性が担保されないこと 

・過去にも数々の不正を行なわれ、その時の教訓が生かされず不正が繰り返されたこと 

といった神鋼の姿勢が招いたものです。神鋼の、情報公開に後ろ向きな姿勢・企業風土、コンプライアンス

のためのガバナンスの欠如が、社会的に厳しく批判されています。 

 

私たちは、7 月以降、神鋼の石炭火力発電所増設計画にかかる環境影響評価準備書に重大な瑕疵があ

る旨、三次にわたる要請書において指摘してきました。今回の事態を受けて、私たちは、10 月 10 日付けで、

上記の準備書における不適切なデータ処理の有無について第三者による検証・評価を求める緊急声明を発

表し、兵庫県、神戸市、芦屋市などに準備書の審査の停止を求めました。 

兵庫県では、このたびの改ざん事件の重大性に鑑み、準備書に記載された数値データ等の検証を行うた

め、環境影響評価審査会神鋼神戸製鉄所火力発電所部会の開催延期、芦屋市での公聴会開催延期を発

表しました。 

 

その後、この問題については、 

・過去、何度も不正が繰り返された神鋼の構造的問題に根ざしているとの指摘がなされており、 

・神鋼が準備書の作成を委託した事業者（準備書第 13 章、末尾の参考資料を参照1）に、今回データ改ざ

んをした関連会社のひとつである「コベルコ科研」が含まれており、同社が大気質の現況調査など重要

な事項の調査に関わっていた、ということが報道でも紹介されています2。 

 

以上のような事実を踏まえるとき、私たちは、準備書についても、次のような疑念を払拭することができませ

ん。 

①準備書の内容について、神鋼は、これまで、市民に対し説明責任を果たすという姿勢を全く示してきませ

                                                   
1 http://www.city.kobe.lg.jp/information/committee/environment/eia/img/mat02-13-157th.pdf 
2 https://www.kobe-np.co.jp/news/keizai/201710/0010649979.shtml（神戸新聞 2017/10/17） 
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んでした。神鋼には組織ぐるみのデータ改ざんを行う体質があると指摘される中で、神鋼及びその子会社

等により作成された準備書を信用することができるのか、また、そもそも、これだけの大規模な発電施設を

問題なく管理・運用するための適格性が同社にあるといえるのか、疑問を禁じ得ません。 

②データ改ざんがなされた製品を使用した機器（自動車、航空機、新幹線等）については、その安全性が担

保されているかの検証がなされています。それと同様、準備書記載のデータの信頼性は、将来永きにわた

る地域の環境保全、市民の健康－安全・安心－に関わる重大な問題です。 

このような点に鑑みると、準備書記載の各種データや予測結果について、抜本的にその信頼性を問い直

す必要があると考えます。 

以上のことから、準備書の審査を再開するにあたり、下記の措置をとるよう強く要請します。 

 

記 

 

１．神鋼に対し、準備書の作成を委託した事業者も含めて、環境影響の調査・予測・評価の各段階における

データについて、どのように収集・加工・作成してきたか、また、その過程において不正がなかったか、報

告するよう指示すること 

 

２．神鋼から提出された１の報告について、環境影響評価審査会とは別に、同報告及び環境影響評価の基

礎データの信頼性を審査するための第三者委員会を立ち上げ、不正の有無について審査、評価すること 

 

３．第三者委員会は２の審査、評価の結果を環境影響評価審査会に報告すること。環境影響評価審査会に

不正がないことが確認されなかった旨の報告があった場合には、環境影響評価審査会は、直ちに準備書

の審査を打ち切り、「準備書記載のデータに信頼性がないことから神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計

画は是認できない」旨の環境影響評価法に基づく知事意見書をまとめること。 

 

以上 

 

【参考提出資料】2 社の関係性とアセスメントの実施体制 

 

 

（賛同 9 団体） 

神戸公害患者と家族の会 

西淀川公害患者と家族の会 

公益財団法人 公害地域再生センター（あおぞら財団） 

特定非営利活動法人 地球環境市民会議(CASA) 

特定非営利活動法人気候ネットワーク 

神鋼石炭火力公害問題灘区連絡会 

石炭火力発電所問題を考える市民ネットワーク 

ひょうご ECO クラブ 

神鋼石炭火力発電所増設問題を考える芦屋市民の会 

（連絡先） 

神戸石炭火力発電を考える会 

住所：神戸市灘区山田町３-１-１ 

（公財）神戸学生・青年センター内 

メール：kobesekitan@gmail.com 

HP: https://kobesekitan.jimdo.com/ 



3 
 

【参考資料】 

 

出典：第 157 回 神戸市環境影響評価審査会（2017（平成 29）年 8 月 8 日開催）提出資料、準備書より作成 


